
【戦　評】

  両軍ﾏﾝﾂｰﾏﾝでｽﾀｰﾄ。吹浦＃32のｶｯﾄｲﾝで得点、Kubera＃55のｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰ ﾄで初得点。吹浦＃1の
1on1で6-6の同点となる。Kuberaはその後確実に加点し、吹浦は攻めあぐむ。Kuberaは＃22のｽﾘｰﾎﾟｲﾝﾄ
で11-6と し、残り4分44秒で吹浦がﾁｬｰｼﾞﾄﾞﾀｲﾑｱｳﾄ。Kubera＃79の速攻で15-8とするも吹浦も追い上
げ、残り30秒で吹浦＃77が速攻で加点し、1Qを17-12で終える。
  2Qも双方ﾏﾝﾂｰﾏﾝでｽﾀｰﾄ。Kubera＃19がｺﾞｰﾙ下のｼｭｰﾄを決めると吹浦＃１もｼｭｰﾄを決め、Kubera＃
19と吹浦＃1の得点が続く。1Qより転回が速くなり、Kubera＃9,＃22の連続ｽﾘｰﾎﾟｲﾝﾄで残り7分で27-16と
Kuberaがﾘｰ ﾄﾞする。その後はKuberaがｺﾞｰﾙ下を中心に、一方吹浦は身体能力を活かした1on1を中心に
攻め、点差が徐々に縮まり、残り3分でKuberaがﾁｬｰｼﾞﾄﾞﾀｲﾑｱｳﾄ。残り1分46秒に吹浦＃99のｶｯﾄから、
速攻を決め、33-29と追い上げるが、Kuberaも＃9のｶｯﾄｲﾝなどで加点し、前半を37-32で終える。
　後半の出だしもﾏﾝﾂｰﾏﾝ。Kubera＃55、吹浦＃1の得点でｽﾀｰﾄする。残り8分、吹浦＃1のｽﾘｰﾎﾟｲﾝﾄで
43-39とするも、Kuberaは＃10のｺﾞｰﾙ下で応戦する。吹浦は＃32のｶｯﾄｲﾝで得点し、45-43と2点差に詰
め寄り、速い攻めから得点を重ね、残り5分のところで再び＃32が得点し、48-47と1点差となる。その後
Kuberaは、＃33の個人技、＃1のﾎﾟ ｽﾄﾌﾟﾚｰなどで加点して差を広げ、3Qを58-49で終える。
　4Qも双方ﾏﾝﾂｰﾏﾝでｹﾞｰﾑを行い、Kuberaは長身選手＃1のｺﾞｰﾙ下、＃33の得点で差を広げるが、吹浦
も＃1のｺﾞｰﾙ下、＃99の個人技で応戦する。残り6分40秒でKubera＃22のｽﾘｰﾎﾟｲﾝﾄで65-53とするも、吹
浦も＃99のｽ ﾘｰﾎﾟｲﾝﾄを返し、65-56と食い下がる。しかし、Kuberaは＃1,＃10の高さ を活かして加点し、
残り3分11秒に71-61となったところで、吹浦 がﾁｬｰｼﾞﾄﾞﾀｲﾑｱｳﾄ。吹浦は残り2分からｵｰﾙｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝに
切り替え、点差を縮めようとするが、Kuberaは＃22のｽﾘｰﾎﾟｲﾝﾄや＃9の速攻などで着実に得点を積み重
ね、点差は縮まらない。Kuberaは終始高さを活かした攻めで相手にﾘｰﾄﾞを許さず、吹浦を下した。
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【戦　評】

　1Q 山商＃7のﾚｲｱｯﾌﾟでｽﾀｰﾄ、山大＃4のｲﾝｻｲﾄﾞで返す。共にﾏﾝﾂｰﾏﾝﾃﾞｨﾌｪﾝ ｽ、山商なかなかﾊﾟｽつ
ながらず、５分経過時点で10-4と山大ﾘｰﾄﾞ、ﾊﾟ ｽｶｯﾄからの速攻で14-4となり、残り4分13秒で山商ﾁｬｰｼﾞ
ﾄﾞﾀｲﾑｱｳﾄ。その後、山大ｵｰﾙﾏﾝﾂｰﾏﾝ、速いﾎﾞｰﾙへの当たりから山商はｼｭｰﾄを決められない。ｵﾌｪﾝｽﾘ
ﾊﾞｳﾝﾄﾞもとられ、山商苦しい展開。ﾊﾟｽｶｯﾄからの速攻でﾌﾘｰｽﾛｰを得るなど、終始山大ﾍﾟｰｽで1Qを終え
る。
  2Q 山大＃7(high)、＃14(low)へのパスで得点、山商＃6のｽﾘｰで返す。ﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞからのｼｭｰﾄで連続得点
しﾌﾟﾚｰにも積極性が出て、ｵﾌｪﾝｽ、ﾃﾞｨﾌｪﾝｽのﾘｽﾞﾑが出てくる。対して山大は＃4のｲﾝｻｲﾄﾞからのｼｭｰﾄで
加点、山大激しいﾎﾞｰﾙﾏﾝへの当たりで相手のﾐｽを誘うも、山商もﾃﾞｨﾌｪﾝｽの当たりを強くし、お互い得点
が伸びない。その後、双方我慢の時間となったが、山大＃9のﾊﾟｽｶｯﾄからのﾚｲｱｯﾌﾟで膠着状態から抜け
出す。山商は＃4のｽﾘｰで返す。山大＃5のﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞからの得点で37-22 となる。残り3分11秒で山商2回
目のﾁｬｰｼﾞﾄﾞﾀｲﾑｱｳﾄ。山商＃6のｽﾘｰﾎﾟｲﾝﾄ、山大＃15のｼﾞｬ ﾝﾌﾟｼｭｰﾄが決まるが、そこから山商のﾐｽか
ら失点が続き、山大44-27のﾘｰﾄﾞで2Qを終える。
  3Q 山大ｵｰﾙｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝ、山商2-3ｿﾞｰﾝでｽﾀｰﾄ。山商＃7のｽﾘｰが決まり、＃4のﾊｲﾎﾟｽﾄからのｼｭｰﾄ、
＃6のｼﾞｬﾝﾌﾟｼｭｰﾄで連続得点。山大得点できず、2分30秒44-36と差を詰める。残り7分00秒で山大＃9の
ﾄﾞﾗｲﾌﾞｲﾝからのｼｭｰﾄが決まり後半初得点。  その後、お互い得点を重ね、残り５分で50-40となる。残り4
分13秒で山大＃4のﾊﾞｽｹｯﾄｶｳﾝﾄで54-40となり、山商後半1回目のﾁｬｰｼﾞﾄﾞﾀｲﾑｱｳﾄ。山商は山大のｵｰﾙ
ｺｰﾄﾏﾝﾂｰﾏﾝによりﾊﾟｽをつなぐことができず、得点できない。その間、山大は得点を重ねる。山商残り1分
で＃8がｽﾘｰを決めるも、得点は68-43 と差が開く。その後互いに得点し、68-45と山大がﾘｰﾄﾞし3Qを終え
る。
  4Q 双方ﾏﾝﾂｰﾏﾝでｽﾀｰﾄし、山商＃8のｽﾘｰﾎﾟｲﾝﾄが決まる。残り7分5秒で74-48となり、山商後半2回目
のﾁｬｰｼﾞﾄﾞﾀｲﾑｱｳﾄ。山商＃10のｲﾝｻｲﾄﾞのﾀｰﾝｼｭｰﾄで得点。しかし、山大は激しいﾃﾞｨﾌｪﾝｽでｼｭｰﾄを許さ
ず、相手のﾐｽを誘い得点差は縮まらない。山大＃9がﾄﾞﾗｲﾌﾞｲﾝからﾊﾞｽｹｯﾄｶｳﾝﾄを決めるなど逆に得点
差を広げる。山大の速攻が決まり、残り3分21秒で83-53となったところで山商後半3回目のﾁｬｰｼﾞﾄﾞﾀｲﾑｱ
ｳﾄ。その後山商＃8,＃7がｽﾘｰﾎﾟｲﾝﾄ決めるも、84-59で山大が勝利した。
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